
品 名：90018_311612_053_03_インベスコ ジャパン・グロース・ファンド_958476.docx 

日 時：2023/4/21 8:42:00 

ページ：1 

 

 

  
東京都港区六本木六丁目10番１号六本木ヒルズ森タワー14階 

https://www.invesco.com/jp/ja/ 

＜運用報告書に関するお問い合わせ先＞  
インベスコ・アセット・マネジメント株式会社
お問い合わせダイヤル  
電話番号：（03）6447－3100 
受付時間：毎営業日の午前９時～午後５時 

 

 
 

インベスコ  
ジャパン・グロース・ファンド 

 追加型投信／国内／株式 
 

 

 

運用報告書（全体版） 

 

第53期 

(決算日 2023年３月15日) 

受益者の皆さまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて「インベスコ ジャパン・グロース・ファンド」は、

2023年３月15日に第53期の決算を行いました。ここに期

中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上

げます。 

 
＊当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

インベスコ ジャパン・グロース マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とし、
投資信託財産の長期的な成長を図ること
を目的として、積極的な運用を行うこと
を基本とします。 

主要運用対象 

インベスコ ジャパン・ 
グロース・ファンド 

インベスコ ジャパン・
グロース マザーファン
ド受益証券を主要投資
対象とします。 

インベスコ ジャパン・ 
グロース マザーファンド 

わが国の金融商品取引所
上場株式（これに準ずる
ものを含みます。）を主要
な投資対象とします。 

組 入 制 限 

インベスコ ジャパン・ 
グロース・ファンド 

・ 株式への実質投資割
合には制限を設けま
せん。 

・ 外貨建資産への実質
投資割合は、投資信託
財産の純資産総額の
30％以下とします。 

インベスコ ジャパン・ 
グロース マザーファンド 

・ 株式への投資割合に
は制限を設けません。 

・ 外貨建資産への投資
割合は、投資信託財産
の純資産総額の30％
以下とします。 

分 配 方 針 

原則として年２回の毎決算時（３、９月
の各15日、該当日が休業日の場合は翌営
業日）に、委託会社が基準価額の水準等
を勘案して分配金額を決定します。ただ
し、分配対象額が少額の場合は、分配を
行わないことがあります。 
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インベスコ ジャパン・グロース・ファンド

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（東証株価指数) 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ポイント ％ ％ 百万円 

49期(2021年３月15日) 10,764 0 15.5 1,968.73 20.0 97.1 838 

50期(2021年９月15日) 11,708 0 8.8 2,096.39 6.5 97.8 857 

51期(2022年３月15日) 8,491 0 △27.5 1,826.63 △12.9 96.0 608 

52期(2022年９月15日) 9,455 0 11.4 1,950.43 6.8 97.9 663 

53期(2023年３月15日) 8,842 0 △ 6.5 1,960.12 0.5 95.0 611 
 

（注） 基準価額は５千口当たりです。 

（注） 当ファンドはベンチマークを定めていないため、参考指数としてＴＯＰＩＸ（東証株価指数）を掲載しています。ＴＯＰＩＸ（東証株

価指数）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマークです。なお、

ＴＯＰＩＸに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属します。以

下同じです。 

（注） 当ファンドは、1999年９月16日に１：２の割合で受益権の分割を行いました。これに伴い1999年９月16日の分配金支払い後の基準価額

は１／２になりました。また、1999年11月15日に１：5,000の割合で受益権の再分割を行い、基準価額は５千口単位で表示しています。

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れていますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（東証株価指数) 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率 ( 参 考 指 数 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ 

2022年９月15日 9,455 － 1,950.43 － 97.9 

９月末 9,020 △4.6 1,835.94 △5.9 95.9 

10月末 9,525 0.7 1,929.43 △1.1 97.0 

11月末 9,588 1.4 1,985.57 1.8 94.6 

12月末 8,908 △5.8 1,891.71 △3.0 96.5 

2023年１月末 9,228 △2.4 1,975.27 1.3 97.0 

２月末 9,139 △3.3 1,993.28 2.2 97.0 

(期  末)      

2023年３月15日 8,842 △6.5 1,960.12 0.5 95.0 
 

（注） 基準価額は５千口当たりです。 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れていますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 
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インベスコ ジャパン・グロース・ファンド

○運用経過  

 期中の基準価額等の推移 (2022年９月16日～2023年３月15日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額およびＴＯＰＩＸ（東証株価指数）は、期首（2022年９月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化して

おります。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）は、参考指数です。 

 
○基準価額の主な変動要因 

［上昇要因］ 
・わが国の金融商品取引所上場株式（これに準ずるものを含みます。）を実質的な主要投資対象と
しているため、日銀による金融緩和の継続や、中国での経済活動の回復期待などが支援材料とな
り、国内株式市場が小幅上昇したことが、基準価額の上昇要因となりました。 

・幅広い投資ユニバースの中から、グロース・スタイルの投資アプローチを用いてボトムアップで
利益成長企業を選別し、ポートフォリオを構築した結果、ＦＰパートナー、オープンワーク、ア
ンビスホールディングスなどの株価が上昇したことが、基準価額の上昇要因となりました。 
 

［下落要因］ 
・海外主要国において金融引き締めが継続する中、銀行、保険などの金融株や資源株などを中心と
するバリュー株が選好され、当ファンドが主に投資対象とするグロース株は敬遠される相場環境
であったことが、基準価額の下落要因となりました。  
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インベスコ ジャパン・グロース・ファンド

・個別銘柄では、エスプール、エムスリー、ＴＩＳなどの株価が下落したことが、基準価額の下落

要因となりました。 

 

 投資環境 
 

  
当期の日本株式市場は、小幅上昇となりました。 

期初の株式市場は、欧米の金融引き締めや英国のトラス新政権による予算の裏付けのない大規模

経済対策への警戒感などから下落してのスタートとなりましたが、米国の消費者物価指数（ＣＰＩ）

が想定以上の上昇だったにもかかわらず米国株式市場が反発したことに加え、さらにその後の景気

指標が米国景気の減速を示唆する内容だったことから米連邦準備理事会（ＦＲＢ）による利上げ

ペースが鈍化するとの見方が強まり、米国株式市場に追随する形で国内株式市場も堅調な動きに転

じました。しかし2022年12月に入ると再びＦＲＢや欧州中央銀行（ＥＣＢ）の金融引き締めによる

景気悪化懸念が市場の重石となったほか、意表を突いた日銀による長短金利操作（イールドカーブ・

コントロール、ＹＣＣ）政策の修正が、一部で「緩和修正」の第一歩と受け止められたこと、さら

にそれによって進んだ急速な円高などが嫌気され、相場は調整色を強めました。もっとも、2023年

の年明け以降は米国経済指標の鈍化を受けて過度な利上げ懸念が後退したことや、中国経済の

リオ―プニングに対する期待感などに加え、日銀による金融緩和策の維持がコンセンサスとして広

がったことなども加わり、国内株式市場は再び上値を目指す展開となりかけましたが、期末にかけ

て米国金融機関が相次いで破綻に追い込まれると、金融不安が広がる中で投資家のリスク回避が進

み、急速に値を消す動きに転じました。 

 

 当ファンドのポートフォリオ 
 
主としてインベスコ ジャパン・グロース マザーファンド（以下、マザーファンドといいます。）

に投資を行い、マザーファンドを通じて、わが国の金融商品取引所上場株式（これに準ずるものを

含みます。）に投資を行いました。 

 

マザーファンドでは、幅広い投資ユニバースの中から、グロース・スタイルの投資アプローチを

用いてボトムアップで利益成長企業を選別し、徹底したファンダメンタルズ分析に基づき、利益成

長が日本経済全体の成長速度を上回ると見込まれる銘柄に分散投資しました。株価が上昇して割安

感が後退したと判断した銘柄などを売却して利益を確定した一方で、株価に出遅れ感があると見込

んだ銘柄やビジネスモデルの転換などが株価に十分反映されていないと判断した銘柄などを新規

に組み入れ、フルインベストを基本に運用を行いました。 
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インベスコ ジャパン・グロース・ファンド

 当ファンドのベンチマークとの差異 
 
当期の基準価額騰落率は△6.5％と

なり、参考指数であるＴＯＰＩＸ（東証
株価指数）の騰落率＋0.5％を下回る結
果となりました。 
 

［プラス要因］ 
・個別銘柄では、参考指数の非構成銘
柄であるＦＰパートナー、オープン
ワークなどを組み入れていたこと、
トヨタ自動車を非保有としていたこ
となどがプラスに寄与しました。 

・業種別では、「保険業」の銘柄選択、
「輸送用機器」を非保有としていた
ことなどがプラスに寄与しました。 
 

［マイナス要因］ 
・個別銘柄では、エスプール、ＴＩＳ、ツバキ・ナカシマなどを参考指数と比較して高めの組み入
れとしていたことなどがマイナスに影響しました。 

・業種別では、「サービス業」「小売業」「機械」の銘柄選択、および「サービス業」を参考指数以
上の組み入れとしていたことなどがマイナスに影響しました。 
 

 分配金 
 
収益分配金につきましては、基準価額水準および市場動向などを勘案し、当期は見送りとさせて

いただきました。収益分配金に充てなかった収益につきましては、信託財産に留保して元本部分と
同一の運用を行います。 
 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、５千口当たり、税込み） 

項 目 
第53期 

2022年９月16日～ 
2023年３月15日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 3,883   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 
（注） ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）は、参考指数です。 
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インベスコ ジャパン・グロース・ファンド

○今後の運用方針 

主としてマザーファンドへの投資を通じて、わが国の金融商品取引所上場株式（これに準ずるも

のを含みます。）に投資を行います。 

 

マザーファンドでは、幅広い投資ユニバースの中から、グロース・スタイルの投資アプローチを

用いてボトムアップで利益成長企業を選別し、徹底したファンダメンタルズ分析に基づき、利益成

長が日本経済全体の成長速度を上回ることが見込まれる銘柄に分散投資します。 

今後の株式市場は、国内外の景気や金融政策動向に加え、海外金融機関破綻後の金融システムの

情勢などを見極めながら、当面は落ち着きどころを探る展開となることを想定しております。これ

まで急ピッチで進んできた先進国での利上げですが、ここにきて欧米で金融システム不安が噴出し

たことで、今後の金融政策の行方には不透明感が出てきました。各国政府・中央銀行から矢継ぎ早

な対応策が打ち出されたことなどにより、世界的な金融危機に発展する可能性は低い状況ですが、

投資家のリスクオフの動きが株式市場の重石となっています。一方で、中国経済のリオープニング

は予想通り順調な模様で、今後は不動産業への支援などを含む適切な財政政策の下でさらに着実な

回復が視野に入ってくると思われます。加えて、国内については、海外景気の下振れなどはリスク

要因ではあるものの、賃上げの報道が相次いでいるほか、新型コロナの５類への変更が決まったこ

となどから個人消費は相応の伸びが見込まれるうえ、今後は中国人旅行客が加わることでインバウ

ンド消費の上乗せも期待できることから、国内景気は引き続き上向きの状況が続く見込みです。企

業業績については、世界景気減速の影響などから2023年度に向けモメンタムの低下は避けられませ

んが、供給制約からの回復や上向きの国内景気などを受けて全体としては持ちこたえている状況で、

株主還元の動きなどと合わせて株価の下支えとしての役割が期待されています。引き続きバリュ

エーション面から見て割安な水準となっていること、株主還元の強化も含め日本企業のコーポレー

ト・ガバナンス改善の動きも継続していることなどから、日本株の中長期な見通しについては依然

として前向きな見方を続けております。 

以上の投資環境の見通しの下、ファンドの運用では、業績動向を精査し、銘柄の入れ替えを積極

的に行う方針です。 
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インベスコ ジャパン・グロース・ファンド

○５千口当たりの費用明細 (2022年９月16日～2023年３月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 68  0.736  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (31)  (0.333)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (33)  (0.355)  購入後の情報提供、運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管 
理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 5)  (0.049)  ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.069   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 6)  (0.069)   

（c） そ の 他 費 用 5   0.054   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.011)  監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 4)  (0.043)  印刷費用は、目論見書や運用報告書等の法定書類の作成・印刷に要する費用 
等 

 合 計 79   0.859    

期中の平均基準価額は、9,234円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は５千口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数点以下第４位を四捨五入してあります。 
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インベスコ ジャパン・グロース・ファンド

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.60％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は５千口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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インベスコ ジャパン・グロース・ファンド

○売買及び取引の状況 (2022年９月16日～2023年３月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
インベスコ ジャパン・グロース マザーファンド 10 28 7,484 20,095 

 
（注） 単位未満は切捨てています。 

 

○株式売買比率 (2022年９月16日～2023年３月15日) 

 

項 目 
当 期 

インベスコ ジャパン・グロース マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 480,453千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 635,851千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.75   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） 金額の単位未満は切捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年９月16日～2023年３月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年３月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

インベスコ ジャパン・グロース マザーファンド 249,890 242,417 616,345 
 
（注） 単位未満は切捨てています。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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インベスコ ジャパン・グロース・ファンド

○投資信託財産の構成 (2023年３月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

インベスコ ジャパン・グロース マザーファンド 616,345 100.0 

コール・ローン等、その他 0 0.0 

投資信託財産総額 616,345 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てています。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年３月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 616,345,299   

 インベスコ ジャパン・グロース マザーファンド(評価額) 616,345,242   

 未収入金 57   

(B) 負債 5,068,184   

 未払解約金 113   

 未払信託報酬 4,719,217   

 その他未払費用 348,854   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 611,277,115   

 元本 345,651,081   

 次期繰越損益金 265,626,034   

(D) 受益権総口数 345,651,081口 

 ５千口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,842円 
 
＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 
（貸借対照表関係） 

期首元本額 351,087,175円 
期中追加設定元本額 15,587円 
期中一部解約元本額 5,451,681円 

 

○損益の状況 (2022年９月16日～2023年３月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △ 37,333,004   

 売買益 186,592   

 売買損 △ 37,519,596   

(B) 信託報酬等 △  5,068,071   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 42,401,075   

(D) 前期繰越損益金 48,552,431   

(E) 追加信託差損益金 259,474,678   

 (配当等相当額) (   64,140,175)  

 (売買損益相当額) (  195,334,503)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 265,626,034   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 265,626,034   

 追加信託差損益金 259,474,678   

 (配当等相当額) (   64,140,175)  

 (売買損益相当額) (  195,334,503)  

 分配準備積立金 204,337,496   

 繰越損益金 △198,186,140   
 

（注） (A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
（注） 収益分配金の計算過程は以下の通りです。 
 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券売買等損益（0円）、信託約款に規定する収益調整
金（64,140,175円）および分配準備積立金（204,337,496円）よ
り分配対象収益は268,477,671円（５千口当たり3,883円）とな
りましたが、基準価額水準等を勘案し、当期の分配を見合わせ
ました。 

 
 
○分配金のお知らせ  

 当期の収益分配は見送らせていただきました。 
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